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特別記事

魚
谷
増
男
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

　
魚
谷
増
男
君
よ
り
提
出
さ
れ
た
博
士
学
位
請
求
論
文
は
、
主
論
文

「
消
防
防
災
行
政
の
形
成
過
程
と
政
策
形
成
に
関
す
る
研
究
」
、
お
よ

び
「
災
害
時
の
危
機
管
理
を
め
ぐ
る
諸
間
題
」
と
題
す
る
副
論
文
よ

り
な
っ
て
い
る
。
論
文
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
主
論
文
　
「
消
防
防
災
行
政
の
形
成
過
程
と
政
策
形
成
に
関
す
る
研
究
」

　
序
論
ー
研
究
目
的

　
　
第
一
章
消
防
防
災
行
政
前
史
－
江
戸
時
代
の
消
防
防
災
対
策

　
　
　
第
一
節
徳
川
幕
府
の
消
防
防
火
対
策

　
　
　
第
二
節
徳
川
幕
府
の
治
水
治
山
対
策

　
　
第
二
章
　
明
治
時
代
の
消
防
防
災
行
政

　
　
　
第
一
節
　
明
治
の
消
防
行
政
の
形
成
過
程
と
政
策
形
成

　
　
　
第
二
節
　
明
治
の
治
水
治
山
行
政
の
形
成
過
程
と
政
策
形
成

　
　
第
三
章
　
大
正
・
昭
和
前
期
の
消
防
防
災
行
政

　
　
　
第
一
節
大
正
・
昭
和
前
期
の
消
防
行
政
の
形
成
過
程
と
政
策
形

　
　
　
　
　
　
　
成

　
　
　
第
二
節
大
正
・
昭
和
前
期
の
治
水
治
山
行
政
の
形
成
過
程
と
政

　
　
　
　
　
　
　
策
形
成

第
四
章

　
第
一
節

　
第
二
節

第
五
章

第
六
章

第
七
章

第
八
章

第
九
章

お
わ
り
に

戦
後
の
消
防
防
災
行
政

　
戦
後
の
消
防
行
政
の
形
成
過
程
と
政
策
形
成

　
戦
後
の
治
水
治
山
行
政
の
形
成
過
程
と
政
策
形
成

消
防
防
災
行
政
の
総
合
化
の
政
策
形
成

消
防
防
災
行
政
の
政
策
形
成
と
憲
法
問
題

消
防
防
災
行
政
の
政
策
形
成
と
環
境
問
題

消
防
防
災
行
政
の
政
策
形
成
と
都
市
災
害
問
題

消
防
防
災
行
政
と
地
方
分
権

　
副
論
文
「
災
害
時
の
危
機
管
理
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
は
、
「
防
災

行
政
に
お
け
る
危
機
管
理
シ
ス
テ
ム
の
分
析
と
評
価
に
つ
い
て
1

地
方
自
治
体
の
危
機
対
応
に
お
け
る
危
機
管
理
シ
ス
テ
ム
を
中
心

に
」
及
び
「
地
方
自
治
体
の
震
災
時
の
危
機
管
理
に
つ
い
て
i
阪

神
大
震
災
の
教
訓
と
震
災
対
策
を
め
ぐ
る
問
題
点
と
今
後
の
課
題
を

中
心
に
」
の
二
つ
の
論
文
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
ず
、
魚
谷
君
は
主
論
文
に
お
い
て
、
江
戸
時
代
よ
り
農
地
を
洪

水
の
被
害
か
ら
守
り
山
林
の
土
砂
の
河
川
へ
の
流
出
を
防
ぐ
治
山
対

策
、
台
風
、
集
中
豪
雨
に
よ
る
河
川
の
増
水
か
ら
田
畑
を
守
る
堤
防

の
構
築
、
保
護
等
の
治
水
対
策
、
お
よ
び
火
災
の
被
害
よ
り
町
を
守

る
消
防
を
中
心
に
、
消
防
防
災
行
政
の
歴
史
的
分
析
を
行
い
、
も
っ

て
わ
が
国
消
防
防
災
行
政
の
構
造
的
問
題
及
び
政
策
形
成
上
の
課
題
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を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
。

　
第
一
章
に
お
い
て
は
、
治
山
、
治
水
、
消
防
と
い
っ
た
基
本
的
対

策
と
と
も
に
、
地
震
、
噴
火
、
津
波
等
の
自
然
災
害
に
対
す
る
救
済

措
置
を
と
り
あ
げ
て
い
る
。
江
戸
の
消
防
体
制
は
、
慶
長
八
年
の
開

府
以
来
、
人
口
の
増
加
、
家
屋
の
密
集
化
に
連
れ
、
火
災
の
発
生
件

数
が
増
加
し
、
大
規
模
化
し
た
の
に
対
応
し
て
、
三
代
将
軍
家
光
の

時
代
に
、
い
わ
ゆ
る
「
奉
書
火
消
」
が
設
け
ら
れ
、
こ
れ
が
そ
の
後

の
大
名
火
消
の
基
礎
と
な
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
有
名
な
明
暦
の
大
火
を
契
機
に
旗
本
を
中
心
と
し
た
新
た
な
消

防
体
制
の
強
化
が
は
か
ら
れ
た
経
緯
や
、
享
保
年
間
に
各
大
名
に
自

衛
消
防
組
を
編
成
さ
せ
た
状
況
な
ど
が
的
確
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。

と
り
わ
け
、
消
防
力
の
集
中
と
延
焼
の
防
止
を
目
的
と
し
た
防
火
地

帯
の
設
定
は
江
戸
の
都
市
計
画
と
も
連
動
す
る
重
要
な
問
題
で
あ
る

が
、
そ
こ
で
は
立
ち
退
き
等
を
め
ぐ
る
町
民
と
の
紛
争
と
い
っ
た
事

態
へ
の
対
処
を
含
め
、
防
災
都
市
の
あ
り
方
を
め
ぐ
る
今
日
的
意
義

が
明
確
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

　
江
戸
に
か
ぎ
ら
ず
、
各
藩
で
も
如
何
に
城
下
町
の
消
防
防
火
制
度

が
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
か
が
、
加
賀
藩
や
仙
台
藩
等
の
事
例
を
通
じ

て
詳
細
に
検
討
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
村
落
レ
ベ
ル
の
消
防
に
つ
い
て

も
、
五
人
組
を
基
礎
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
駆
け
付
け
消
防
」
が
果

た
し
た
役
割
に
つ
い
て
、
各
種
の
「
定
」
の
検
討
を
通
じ
て
そ
の
実

態
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
今
日
の
消
防
団
の
起
源
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
に
加
え
、
同
時
代
の
治
山
治
水
対
策
で
は
、
治
水
対
策
に
お

い
て
一
部
、
利
根
川
、
荒
川
等
の
大
規
模
河
川
の
改
修
工
事
を
勘
定

奉
行
が
指
揮
し
た
ほ
か
は
、
多
く
各
藩
に
財
政
負
担
を
強
い
る
方
式

が
と
ら
れ
、
い
わ
ゆ
る
「
お
手
伝
普
請
」
と
す
る
の
が
一
般
的
で
あ

っ
た
点
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

　
第
二
章
で
は
、
明
治
期
の
内
務
省
を
中
心
と
す
る
消
防
防
災
行
政

の
形
成
過
程
が
、
「
警
視
庁
史
料
編
纂
資
料
」
や
国
立
公
文
書
館
所

蔵
の
「
消
防
史
料
箋
」
等
に
基
づ
き
、
克
明
に
検
討
さ
れ
て
い
る
。

維
新
期
の
消
防
制
度
は
、
他
の
制
度
改
革
同
様
、
朝
令
暮
改
を
繰
り

返
し
た
が
、
明
治
五
年
の
川
路
利
良
を
団
長
と
す
る
遣
欧
視
察
団
の

建
白
を
契
機
に
、
消
防
を
警
察
の
任
務
と
し
、
消
防
行
政
の
近
代
化

が
模
索
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
内
務
省
設
置
以
降
、
「
消
防
章
程
」
、

「
消
防
組
規
則
」
、
「
出
火
消
防
規
則
」
等
の
法
制
が
次
々
と
整
備
さ

れ
た
。
と
り
わ
け
、
「
消
防
組
規
則
」
の
制
定
に
伴
い
、
市
町
村
の

区
域
ご
と
に
消
防
組
が
設
置
さ
れ
、
知
事
の
指
定
す
る
警
察
署
長
の

指
揮
監
督
下
に
、
体
系
的
か
つ
中
央
集
権
的
な
消
防
活
動
が
開
始
さ

れ
た
。
ま
た
、
明
治
十
二
年
の
第
二
次
欧
米
視
察
団
の
成
果
を
踏
ま

え
、
蒸
気
ポ
ン
プ
の
輸
入
や
消
防
水
利
の
増
設
等
消
防
装
備
の
近
代

化
が
進
め
ら
れ
た
。
か
か
る
消
防
行
政
の
近
代
化
に
つ
い
て
、
魚
谷

君
は
個
々
の
法
令
や
装
備
に
関
す
る
詳
細
な
検
討
を
行
い
、
社
会
経
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済
生
活
の
近
代
化
が
火
災
の
発
生
原
因
の
多
様
化
を
生
み
出
し
、
こ

れ
に
対
す
る
火
災
予
防
の
規
制
強
化
が
必
要
と
な
っ
た
経
緯
が
各
種

資
料
に
基
づ
き
的
確
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
治
山
治
水
事
業

に
つ
い
て
も
、
河
川
法
や
森
林
法
の
制
定
を
契
機
に
、
内
務
省
及
び

農
商
務
省
を
頂
点
と
す
る
中
央
集
権
的
な
行
政
制
度
が
整
備
さ
れ
て

ゆ
く
と
同
時
に
、
と
り
わ
け
水
防
対
策
の
面
で
市
町
村
の
行
政
責
任

の
明
確
化
を
打
ち
出
さ
れ
た
点
に
注
目
し
て
い
る
。

　
同
君
は
、
以
上
の
検
討
と
と
も
に
、
日
清
戦
争
以
降
、
戦
費
調
達

の
必
要
性
か
ら
消
防
予
算
が
削
減
さ
れ
て
ゆ
く
点
に
注
目
し
、
し
だ

い
に
消
防
防
災
行
政
が
制
度
の
中
央
集
権
化
と
は
裏
腹
に
、
財
政
負

担
の
面
で
府
県
、
市
町
村
、
さ
ら
に
は
住
民
組
織
に
依
存
し
て
ゆ
く

過
程
を
明
瞭
に
描
き
出
し
て
い
る
。

　
第
三
章
で
は
、
大
正
・
昭
和
戦
前
期
の
消
防
行
政
及
び
治
山
治
水

等
防
災
行
政
の
史
的
展
開
、
並
び
に
政
策
形
成
上
の
間
題
点
が
検
討

さ
れ
て
い
る
。
同
時
期
の
社
会
構
造
に
み
ら
れ
る
変
化
は
、
何
と
言

っ
て
も
都
市
化
の
進
行
で
あ
る
。
産
業
構
造
の
変
化
や
都
市
化
の
進

行
は
、
大
都
市
に
お
け
る
火
災
に
よ
る
被
害
を
著
し
く
大
規
模
化
さ

せ
た
。
ま
た
、
大
正
十
二
年
に
は
、
か
の
関
東
大
震
災
が
発
生
し
、

震
災
復
興
対
策
と
と
も
に
、
防
災
体
制
に
も
抜
本
的
な
見
直
し
が
迫

ら
れ
た
。
さ
ら
に
昭
和
期
に
入
る
と
、
し
だ
い
に
戦
時
体
制
へ
の
移

行
に
従
い
、
消
防
行
政
も
国
防
政
策
の
一
環
と
し
て
、
防
空
体
制
強

化
の
一
翼
を
担
う
こ
と
と
な
っ
た
。

　
大
正
八
年
七
月
、
勅
令
第
三
五
〇
号
に
よ
り
「
特
設
消
防
署
規

定
」
が
制
定
さ
れ
、
大
都
市
に
お
け
る
火
災
の
増
加
に
対
応
し
て
、

消
防
署
が
各
地
で
増
設
さ
れ
た
ほ
か
、
消
防
行
政
は
府
県
知
事
の
直

接
的
指
揮
監
督
下
に
入
り
、
警
察
行
政
か
ら
の
分
離
、
独
立
が
は
か

ら
れ
た
。
こ
う
し
た
矢
先
、
関
東
大
震
災
が
首
都
を
直
撃
し
、
未
曾

有
の
被
害
を
記
録
し
た
。
わ
け
て
も
被
災
者
の
う
ち
、
火
災
に
よ
る

死
者
、
行
方
不
明
者
は
全
体
の
八
割
を
占
め
、
消
防
防
災
行
政
は
大

き
な
試
練
に
直
面
し
た
。
魚
谷
君
は
、
大
震
災
の
被
害
状
況
を
詳
細

に
検
討
し
、
「
臨
時
震
災
救
護
事
務
官
制
」
の
制
定
を
皮
切
り
に
被

災
者
に
対
し
て
行
わ
れ
た
救
護
活
動
の
全
容
と
そ
の
後
の
防
災
体
制

の
強
化
に
つ
い
て
、
そ
の
間
題
点
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
震
災
直

後
は
、
混
乱
と
復
興
へ
の
財
政
支
出
の
た
め
消
防
体
制
強
化
に
ま
で

対
応
し
え
な
か
っ
た
も
の
の
、
大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
、

漸
次
消
防
体
制
の
見
直
し
が
行
わ
れ
た
。
な
か
で
も
、
消
防
署
相
互

の
連
携
が
不
十
分
で
あ
っ
た
と
の
反
省
か
ら
、
「
方
面
消
防
署
規
定
」

が
新
た
に
制
定
さ
れ
、
消
防
行
政
の
広
域
化
が
進
め
ら
れ
た
。
指
揮

系
統
の
整
備
と
と
も
に
、
官
民
あ
げ
て
の
消
防
体
制
が
め
ざ
さ
れ
、

後
援
団
体
の
結
成
も
急
が
れ
た
。
そ
の
他
、
火
災
報
知
専
用
電
話
等

の
消
防
通
信
の
拡
充
、
強
化
が
進
め
ら
れ
、
全
体
と
し
て
防
災
体
制

は
格
段
の
整
備
を
み
る
こ
と
と
な
っ
た
。
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同
章
で
は
、
戦
時
体
制
下
に
官
設
消
防
署
の
拡
充
や
非
常
応
援
体

制
の
強
化
、
あ
る
い
は
民
間
防
空
体
制
の
確
立
を
通
じ
て
、
消
防
行

政
が
変
容
し
て
ゆ
く
過
程
が
考
察
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
同
時
期
の

治
山
治
水
行
政
が
数
次
に
わ
た
り
計
画
化
さ
れ
た
が
、
主
と
し
て
財

政
上
の
理
由
か
ら
十
分
な
進
捗
を
み
る
に
至
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

　
第
四
章
で
は
、
戦
後
の
消
防
防
災
行
政
の
改
革
に
つ
い
て
、
歴
史

的
背
景
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
一
連
の
消
防
関
係
法
の
立
法
過
程
が
重

点
的
に
検
討
さ
れ
て
い
る
。
戦
後
の
消
防
行
政
は
、
警
察
か
ら
の
分

離
、
独
立
と
内
務
省
の
解
体
に
よ
る
地
方
分
権
化
を
主
軸
に
G
H
Q

の
方
針
に
沿
っ
て
進
め
ら
れ
た
。
魚
谷
君
は
、
G
H
Q
内
部
に
お
け

る
関
係
部
局
間
の
対
立
や
内
務
省
と
の
交
渉
過
程
を
十
分
に
踏
ま
え
、

昭
和
二
十
二
年
成
立
の
「
消
防
組
織
法
」
及
び
翌
二
十
三
年
制
定
の

「
消
防
法
」
の
立
法
過
程
を
、
関
係
資
料
に
基
づ
き
丹
念
に
検
討
し

て
い
る
。
G
H
Q
公
安
課
は
、
ル
イ
ス
・
J
・
バ
レ
ン
タ
イ
ン
、
オ

ー
ス
カ
・
G
・
オ
ラ
ン
ダ
を
各
々
団
長
と
す
る
警
察
消
防
制
度
に
関

す
る
調
査
団
の
報
告
を
も
と
に
、
消
防
制
度
の
独
立
、
地
方
分
権
化

の
方
針
を
固
め
た
。
日
本
側
も
内
務
省
に
警
察
制
度
審
議
会
を
設
置

し
、
や
は
り
地
方
分
権
化
を
基
調
す
る
改
革
案
を
ま
と
め
、
G
H
Q

と
の
交
渉
に
臨
ん
だ
。
同
君
は
、
内
務
省
解
体
を
め
ぐ
る
政
治
過
程

を
十
分
に
踏
ま
え
な
が
ら
、
消
防
組
織
法
案
並
び
に
消
防
法
案
の
成

立
過
程
を
検
討
し
、
警
察
か
ら
独
立
し
た
消
防
が
、
予
防
消
防
に
重

点
を
置
き
、
か
か
る
予
防
に
必
要
な
検
査
立
ち
入
り
権
、
あ
る
い
は

火
災
原
因
の
調
査
権
の
設
定
に
つ
い
て
詳
し
く
論
じ
て
い
る
。
ま
た
、

同
期
の
治
山
治
水
事
業
に
つ
い
て
も
検
討
を
加
え
、
戦
争
に
伴
う
国

土
の
荒
廃
、
及
び
事
業
の
停
滞
を
背
景
に
、
戦
後
ま
も
な
く
各
地
に

台
風
、
集
中
豪
雨
に
よ
る
被
害
が
頻
発
し
た
経
緯
を
追
う
と
と
も
に
、

内
務
省
の
解
体
と
同
事
業
の
建
設
省
へ
の
移
管
過
程
に
ふ
れ
、
基
本

政
策
の
転
換
を
的
確
に
指
摘
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
一
口
に
し
て
言

え
ば
、
従
来
の
河
川
堤
防
の
構
築
を
中
心
と
し
た
洪
水
防
止
政
策
か

ら
、
ダ
ム
建
設
に
よ
る
洪
水
調
整
及
び
砂
防
施
設
の
拡
充
、
森
林
の

保
安
等
を
含
め
た
総
合
的
対
策
へ
の
政
策
転
換
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
同
君
は
、
か
か
る
政
策
転
換
に
伴
い
制
定
さ
れ
た
「
治
山
治
水
緊

急
措
置
法
」
等
の
法
的
整
備
と
、
各
種
関
連
計
画
の
策
定
及
び
そ
の

予
算
化
の
過
程
を
、
関
係
資
料
に
よ
り
克
明
に
論
及
し
、
そ
の
意
義

を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
第
五
章
で
は
、
戦
後
の
消
防
防
災
行
政
の
史
的
展
開
を
踏
ま
え
て
、

如
何
に
政
策
の
総
合
化
が
は
か
ら
れ
た
か
が
、
関
係
法
令
の
整
備
等

を
中
心
に
各
種
報
告
書
の
綿
密
な
検
討
を
通
じ
て
、
実
証
的
に
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
昭
和
三
十
四
年
の
伊
勢
湾
台
風
に

よ
る
甚
大
な
被
害
は
、
そ
れ
ま
で
の
防
災
対
策
の
見
直
し
、
わ
け
て

も
政
策
の
総
合
化
、
計
画
化
の
必
要
性
を
強
く
認
識
さ
せ
、
こ
れ
が
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戦
後
の
防
災
対
策
の
柱
と
な
る
「
災
害
対
策
基
本
法
」
の
制
定
へ
と

踏
み
出
す
大
き
な
契
機
と
な
っ
た
。
伊
勢
湾
台
風
の
経
験
と
反
省
に

立
ち
、
政
府
は
被
害
状
況
の
分
析
と
災
害
対
策
の
抜
本
的
な
見
直
し

を
進
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
ず
、
科
学
技
術
庁
に
「
臨
時
台
風
科

学
対
策
委
員
会
」
及
び
「
伊
勢
湾
台
風
災
害
調
査
特
別
委
員
会
」
が

設
置
さ
れ
、
名
古
屋
市
を
中
心
と
す
る
実
態
調
査
に
基
づ
き
、
災
害

の
分
析
結
果
が
報
告
さ
れ
た
。
ま
た
、
気
象
庁
は
、
「
気
象
審
議
会
」

に
対
策
を
諮
問
し
、
「
防
災
気
象
情
報
の
伝
達
組
織
の
強
化
と
利
用

体
制
の
向
上
に
関
す
る
答
申
」
を
得
た
。
同
時
に
、
行
政
管
理
庁
で

も
行
政
監
察
局
に
よ
る
総
合
監
察
が
実
施
さ
れ
、
「
広
域
大
災
害
対

策
の
現
状
と
そ
の
問
題
点
」
と
題
す
る
監
察
結
果
が
発
表
さ
れ
た
。

　
魚
谷
君
は
、
以
上
の
よ
う
な
答
申
、
報
告
等
を
総
合
的
に
検
討
し
、

戦
後
の
防
災
対
策
の
問
題
点
を
整
理
し
、
災
害
対
策
が
復
旧
面
に
偏

り
恒
久
的
性
格
が
著
し
く
欠
如
し
て
い
る
こ
と
、
災
害
対
策
に
縦
割

り
行
政
の
弊
害
が
顕
著
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
、
広
域
応
援
体
制
が
立

ち
遅
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
明
瞭
に
指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
か

か
る
視
点
か
ら
「
災
害
対
策
基
本
法
」
の
制
定
過
程
が
豊
富
な
関
係

資
料
の
検
討
を
通
じ
て
的
確
に
分
析
さ
れ
て
い
る
。
同
法
案
の
審
議

過
程
で
議
論
と
な
っ
た
の
は
、
「
第
八
章
　
災
害
非
常
事
態
」
の
規

定
で
あ
る
。
同
規
定
が
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
内
閣
総
理
大
臣
に
強

力
な
権
限
を
与
え
る
こ
と
が
、
戦
前
の
戒
厳
令
の
復
活
に
な
る
と
の

懸
念
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
政
府
は
次
期
国
会
に
「
災
害
対
策

基
本
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」
を
提
出
し
、
同
規
定
の
濫
用

及
び
拡
大
解
釈
を
戒
め
る
付
帯
決
議
を
行
う
こ
と
て
成
立
に
こ
ぎ
つ

け
た
。
同
君
が
以
上
の
経
緯
に
ふ
れ
た
の
は
、
先
の
阪
神
・
淡
路
大

震
災
に
お
け
る
議
論
の
伏
線
で
あ
り
、
論
文
の
基
調
を
な
す
問
題
意

識
を
よ
り
鮮
明
な
も
の
と
し
て
い
る
。

　
第
六
章
で
は
、
「
災
害
対
策
基
本
法
」
の
規
定
す
る
「
災
害
緊
急

事
態
」
に
つ
い
て
、
憲
法
上
の
問
題
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
魚
谷
君

は
、
「
災
害
緊
急
事
態
」
を
国
家
緊
急
権
と
の
関
係
に
お
い
て
捉
え
、

一
時
的
に
せ
よ
行
政
が
立
法
権
を
行
使
す
る
例
外
的
措
置
に
つ
い
て

言
及
す
る
と
と
も
に
、
平
成
七
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
対
す
る

政
府
の
対
応
を
検
討
し
て
い
る
。
当
時
の
村
山
内
閣
は
、
結
局
、

「
災
害
緊
急
事
態
」
の
布
告
を
発
す
る
こ
と
な
く
、
よ
う
や
く
二
日

後
に
「
兵
庫
県
南
部
地
震
緊
急
対
策
本
部
」
の
設
置
を
閣
議
決
定
し

た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
同
君
は
災
害
時
の
応
急
対
策
は
発
生
よ
り
七

十
二
時
間
が
と
り
わ
け
重
要
で
あ
り
、
人
命
救
助
、
初
期
消
火
、
避

難
者
の
救
護
等
の
緊
急
性
に
鑑
み
、
「
災
害
緊
急
事
態
」
の
布
告
を

発
し
、
自
衛
隊
等
の
早
期
投
入
、
緊
急
通
路
の
確
保
、
緊
急
医
療
等

の
対
策
を
講
じ
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
の
見
解
を
述
べ
て
い
る
。
そ
し

て
、
問
題
点
は
「
災
害
緊
急
事
態
」
布
告
の
判
断
に
あ
っ
た
と
し
て
、

政
府
が
十
分
な
情
報
収
集
を
行
わ
ず
、
的
確
な
政
策
判
断
が
で
き
な
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か
っ
た
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
原
因
は
法
的
不
備
で

は
な
く
、
官
邸
の
情
報
収
集
能
力
の
欠
如
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
指

摘
す
る
。

　
第
七
章
で
は
、
防
災
行
政
と
環
境
問
題
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
、

昭
和
三
十
年
代
の
産
業
公
害
の
発
生
や
昭
和
四
十
年
代
の
環
境
行
政

の
ス
タ
ー
ト
を
背
景
に
、
「
環
境
基
本
法
」
そ
の
他
環
境
関
連
立
法

の
検
討
、
環
境
保
護
運
動
と
行
政
の
あ
り
方
を
め
ぐ
る
考
察
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
ま
ず
、
従
来
の
消
防
防
災
行
政
に
お
け
る

治
水
、
治
山
、
都
市
計
画
等
の
公
共
事
業
と
い
っ
た
ハ
ー
ド
の
面
で
、

機
能
性
や
効
率
性
が
追
求
さ
れ
、
環
境
面
へ
の
配
慮
が
著
し
く
欠
け

て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
昭
和
四
十
六
年
の
環
境

庁
の
設
置
を
皮
切
り
に
、
環
境
問
題
が
行
政
の
レ
ベ
ル
で
も
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、
国
の
「
環
境
基
本
法
」
や
自
治
体
の
「
環
境
基
本

条
例
」
等
の
制
定
が
進
め
ら
れ
、
建
設
行
政
と
環
境
行
政
と
の
調
和

が
模
索
さ
れ
る
過
程
が
関
係
資
料
の
綿
密
な
検
討
を
通
じ
て
丁
寧
に

あ
と
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
環
境
保
護
運
動
と
行
政
の
あ
り
方

を
め
ぐ
っ
て
は
、
長
良
川
河
口
堰
建
設
を
め
ぐ
る
環
境
保
護
運
動
と

行
政
側
の
対
応
を
詳
細
に
検
討
す
る
こ
と
で
、
防
災
対
策
と
環
境
問

題
の
相
剋
を
浮
き
彫
り
に
し
、
公
共
政
策
の
形
成
過
程
に
お
け
る
情

報
公
開
と
住
民
参
加
の
重
要
性
が
的
確
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
第
八
章
で
は
、
近
年
の
都
市
災
害
に
お
い
て
、
都
市
の
防
災
上
の

脆
弱
性
か
ら
人
的
、
物
的
被
害
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
都

市
災
害
に
対
す
る
消
防
防
災
行
政
の
問
題
点
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

魚
谷
君
は
、
明
治
以
降
の
都
市
計
画
、
と
り
わ
け
明
治
二
十
一
年
制

定
の
「
市
区
改
正
条
例
」
の
意
義
か
ら
説
き
お
こ
し
、
大
正
八
年
の

都
市
計
画
法
、
並
び
に
建
築
基
準
法
の
制
定
、
関
東
大
震
災
の
教
訓

等
に
ふ
れ
な
が
ら
、
平
成
七
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
至
る
都
市

づ
く
り
の
あ
り
方
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
、
都
市
づ
く
り

は
、
防
火
面
で
の
都
市
構
造
、
都
市
の
利
便
性
、
機
能
性
、
効
率
性
、

経
済
性
が
重
視
さ
れ
て
き
た
が
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
地
震
に
対

す
る
都
市
の
脆
弱
性
が
改
め
て
問
題
と
な
り
、
と
り
わ
け
神
戸
市
に

つ
い
て
は
、
戦
後
の
都
市
計
画
の
失
敗
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
神
戸

市
で
は
戦
後
、
旧
市
街
地
を
放
置
し
て
、
埋
め
立
て
に
よ
る
地
域
開

発
が
経
済
性
追
求
の
観
点
か
ら
推
進
さ
れ
て
き
た
。
そ
こ
に
は
、
防

災
都
市
建
設
へ
の
視
点
が
著
し
く
欠
け
て
い
る
。
か
か
る
事
例
を
参

考
に
、
本
章
で
は
都
市
構
造
の
防
災
面
に
お
け
る
改
善
、
構
造
物
の

耐
震
性
強
化
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
強
化
な
ど
と
と
も
に
、
危
機
対
応

の
迅
速
性
確
保
、
危
機
管
理
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
模
索
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
特
筆
さ
れ
る
の
は
防
災
計
画
が
国
、
地
方
い
ず
れ
に
お
い
て

も
具
体
性
、
実
践
性
に
欠
け
る
点
が
明
瞭
に
指
摘
さ
れ
、
危
険
認
識

等
技
術
面
で
の
改
善
と
と
も
に
、
情
報
公
開
と
住
民
参
加
を
通
じ
た

計
画
の
策
定
と
が
有
機
的
に
関
連
づ
け
ら
れ
、
論
及
さ
れ
て
い
る
点
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で
あ
る
。

　
第
九
章
で
は
、
戦
後
G
H
Q
の
民
主
化
政
策
に
沿
っ
て
、
警
察
あ

る
い
は
教
育
と
と
も
に
地
方
分
権
化
さ
れ
た
消
防
行
政
に
つ
い
て
、

市
町
村
消
防
の
法
的
整
備
と
戦
後
の
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
伴
い
、

し
だ
い
に
顕
在
化
し
て
き
た
消
防
行
政
の
問
題
点
が
、
先
行
研
究
や

豊
富
な
関
係
資
料
に
基
づ
き
検
討
さ
れ
て
い
る
。
戦
後
の
消
防
行
政

は
、
昭
和
二
十
二
年
の
消
防
組
織
法
の
制
定
に
伴
い
、
市
町
村
消
防

を
基
礎
に
出
発
し
、
消
防
法
及
び
「
火
災
予
防
条
例
」
、
「
危
険
物
取

締
条
例
」
等
関
係
条
例
の
整
備
を
通
じ
て
組
織
体
制
が
漸
次
確
立
さ

れ
て
き
た
。
し
か
し
、
消
防
費
用
が
市
町
村
の
負
担
と
な
り
、
自
治

体
の
財
政
力
の
格
差
が
市
町
村
消
防
の
体
制
整
備
に
地
域
格
差
を
生

み
出
す
結
果
と
な
っ
た
た
め
、
ま
も
な
く
消
防
組
織
法
が
改
正
さ
れ
、

消
防
機
関
設
置
の
義
務
化
と
都
道
府
県
知
事
の
勧
告
、
指
導
、
助
言

が
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
昭
和
三
十
八
年
の
「
災
害

対
策
基
本
法
」
の
制
定
に
伴
う
消
防
組
織
法
の
改
正
に
よ
り
、
消
防

庁
長
官
の
助
言
、
指
導
が
認
め
ら
れ
、
市
町
村
消
防
の
独
立
性
は
し

だ
い
に
制
約
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
本
章
で
は
、
さ
ら
に
技
術

的
、
専
門
的
見
地
か
ら
の
消
防
行
政
の
課
題
が
的
確
に
示
さ
れ
、
時

代
と
と
も
に
消
防
行
政
が
広
域
化
し
て
ゆ
く
背
景
が
明
確
に
論
じ
ら

れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
要
請
に
対
応
す
る
た
め
、
周
辺
市

町
村
に
よ
る
事
務
組
合
の
結
成
や
大
都
市
へ
の
消
防
事
務
の
委
託
が

進
め
ら
れ
た
過
程
、
及
び
そ
れ
に
伴
う
財
政
負
担
、
行
政
責
任
の
所

在
と
い
っ
た
問
題
点
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
魚
谷
君
は
、
以
上
の
諸

点
を
検
討
し
、
財
政
負
担
へ
の
対
応
、
広
域
化
へ
の
対
応
、
専
門
化

へ
の
対
応
を
念
頭
に
、
消
防
規
模
の
適
正
化
に
つ
い
て
、
地
方
分
権

へ
の
時
代
的
要
請
に
も
配
慮
し
な
が
ら
論
及
し
て
い
る
。

　
以
上
九
章
に
わ
た
る
考
察
を
通
じ
て
、
今
後
の
消
防
行
政
の
あ
り

方
が
、
社
会
資
源
の
効
率
的
か
つ
公
正
な
配
分
等
の
観
点
か
ら
総
括

さ
れ
、
消
防
防
災
行
政
の
質
的
転
換
の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
副
論
文
で
は
、
危
機
管
理
の
問
題
が
と
り
あ
げ
ら
れ
、
第
一
論
文

で
は
防
災
行
政
に
お
け
る
危
機
管
理
シ
ス
テ
ム
の
意
義
、
災
害
時
の

危
機
管
理
シ
ス
テ
ム
の
問
題
等
の
検
討
を
通
じ
て
、
主
と
し
て
地
方

自
治
体
を
対
象
に
危
機
管
理
シ
ス
テ
ム
の
分
析
と
評
価
に
つ
い
て
理

論
的
研
究
を
進
め
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
災
害
時

に
お
け
る
活
動
実
績
な
ど
注
目
す
べ
き
分
析
が
加
え
ら
れ
る
と
と
も

に
、
地
方
自
治
体
の
災
害
に
対
す
る
危
機
対
応
の
分
析
の
深
化
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
第
二
論
文
は
、
阪
神
大
震
災
の
総
合
的
か
つ
実
証

的
分
析
で
あ
り
、
直
下
型
、
都
市
型
震
災
の
間
題
点
が
徹
底
的
に
検

討
さ
れ
、
防
災
行
政
の
今
後
の
課
題
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
い
る
。

論
点
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
と
り
わ
け
外
国
か
ら
の
支
援
の
受
入
れ

体
制
の
整
備
や
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
、
自
衛
隊
と
の
連
携
等
の

重
要
な
間
題
に
つ
い
て
、
掘
り
下
げ
た
分
析
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
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以
上
、
論
文
の
構
成
に
従
っ
て
内
容
を
紹
介
し
、
適
宜
評
価
を
加

え
て
き
た
。
同
論
文
は
日
本
行
政
史
の
一
領
域
で
あ
る
消
防
防
災
行

政
の
分
野
に
お
け
る
貴
重
な
研
究
で
あ
り
、
同
分
野
の
研
究
を
大
き

く
前
進
さ
せ
た
も
の
と
高
く
評
価
し
た
い
。
と
は
い
え
、
本
研
究
に

も
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
関
東
大
震
災
に
先
立
ち
、

内
務
省
で
は
科
学
的
な
火
災
予
防
を
講
ず
る
べ
く
「
火
災
防
止
局
」

の
設
置
を
検
討
し
、
同
設
置
法
案
は
帝
国
議
会
で
可
決
、
成
立
し
て

い
る
が
、
実
際
に
は
設
置
を
み
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。
本
論
文
は
簡

潔
に
そ
の
経
緯
に
は
ふ
れ
て
い
る
が
、
遺
憾
な
が
ら
設
置
が
見
送
ら

れ
た
背
景
に
つ
い
て
十
分
な
検
討
が
加
え
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、

論
文
構
成
上
に
も
若
干
の
問
題
が
あ
る
。
第
八
章
で
は
主
と
し
て
都

市
防
災
の
問
題
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
阪
神
大
震
災
を

め
ぐ
る
政
府
、
与
党
側
の
対
応
に
つ
い
て
の
記
述
が
認
め
ら
れ
る
。

筆
者
は
都
市
防
災
を
論
じ
る
延
長
線
上
で
か
か
る
論
述
を
な
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
こ
は
や
は
り
全
体
の
構
成
上
か
ら
も
新
た

な
章
を
設
け
る
の
が
適
切
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
以
上
の

指
摘
は
本
研
究
の
意
義
を
い
さ
さ
か
も
失
わ
し
め
る
も
の
で
は
な
い
。

　
行
政
史
の
研
究
に
は
現
代
的
な
問
題
意
識
と
同
時
に
歴
史
研
究
の

確
か
な
手
法
が
も
と
め
ら
れ
る
が
、
魚
谷
君
は
豊
富
な
実
務
経
験
に

裏
打
ち
さ
れ
た
鮮
明
な
問
題
意
識
の
下
に
、
著
書
『
消
防
の
歴
史
四

百
年
』
の
執
筆
や
長
年
の
研
鐙
を
通
じ
て
培
わ
れ
た
卓
れ
た
手
法
を

駆
使
し
て
、
消
防
防
災
行
政
の
抱
え
る
重
要
問
題
に
取
り
組
み
、
本

論
文
に
お
い
て
着
実
な
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。

　
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
審
査
員
一
同
は
、
一
致
し
て
魚
谷
増
男
君
に

博
士
（
法
学
）
（
慶
鷹
義
塾
大
学
）
の
学
位
を
授
与
す
る
こ
と
を
適

当
と
考
え
、
こ
こ
に
報
告
す
る
し
だ
い
で
あ
る
。

平
成
九
年
一
〇
月
一
七
日

主
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